
 

コ
ロ
ナ
感
染
予
防 

 

   
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菜
の
花 

施
設
長 

川
口
節
子 

●
県
下
百
十
五
か
所
余
り
の
介
護
福
祉
事
業
所
の
感
染
報
告
あ
り
。 

●
五
月
十
五
日
現
在
静
岡
県
の
感
染
者
十
五
、
七
万
人
死
亡
者
四
百
四
人
。 

●
近
隣
の
施
設
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
感
染
。 

 

 

学
校
，
こ
ど
も
園
の
感
染
で
マ
マ
職
員
の
休
み
に
対
し
て 

全
職
員
総
動
員

で
対
応
。 

●
職
員
の
健
康
管
理
と
何
時
も
と
違
う
体
調
の
時
は
出
勤
し
な
い
よ
う
に
指

示
。 

●
四
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
向
け
て
ま
だ
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

＊
ガ
ラ
ス
越
し
面
会
、
他
県
の
方
と
の
接
触
情
報
、
ご
家
族
の
健
康
状
態
の
把

握
な
ど
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
引
き
続
感
染
予
防
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

ひ
と
こ
と 

  
 

 
 

 
 

 
 

事
務
主
任 

中
村
瑞
穂 

      

五
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
緑
鮮
や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

交
通
至
便
で
あ
り
な
が
ら 

自
然
豊
か
な
地
に
あ
る
菜
の
花

は
「
日
本
一
低
い
烏
帽
子
山
」
の
南
麓
に
あ
り
、
四
季
折
々
の

恵
み
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

出
勤
時
、
駐
車
場
か
ら
菜
の
花
へ
と
歩
く
わ
ず
か
な
間
に

も 

、
鳥
の
さ
え
ず
り
や
木
々
の
葉
擦
れ
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が

響
き
、
更
に
は
山
を
豊
か
に
覆
う
木
々
の
緑
が
目
を
愉
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。 

 

殊
に
春
か
ら
夏
へ
移
る
季
節
は
美
し
く
、
烏
帽
子
山
に
次
々

に
咲
く
山
桜
や
藤
も
風
情
が
あ
り
、
若
紅
葉
の
色
合
い
は
見
事

で
、
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き
で
す
。 

 

さ
て
、
私
の
担
当
す
る
仕
事
の
一
つ
に
、
菜
の
花
だ
よ
り

（
特
養
版
）
の
作
成
が
あ
り
ま
す
。 

 

菜
の
花
だ
よ
り
を
作
成
す
る
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、

ご
利
用
者
様
と
離
れ
て
過
ご
す
ご
家
族
様
に
、
ご
本
人
様
の
笑

顔
や
ご
様
子
を
お
届
け
す
る
こ
と
と
、
お
た
よ
り
を
楽
し
く
見

て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。 

 

今
後
も
見
て
楽
し
い
誌
面
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
誌
面
が
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
た
り
、
写
真
が
多
す
ぎ

て
お
一
人
ず
つ
の
写
真
が
小
さ
く
な
る
時
も
あ
り
ま
す
が
…
良

い
写
真
は
「
全
部
載
せ
」
し
た
い
！
） 

 

先
日
、
ス
マ
ホ
で
菜
の
花
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
便
り
を

見
よ
う
と
し
ま
し
た
ら
、
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す

か
」
と
表
示
さ
れ
、
大
変
見
に
く
く
、
ま
た
デ
ー
タ
量
が
大
き

く
、
お
財
布(

ス
マ
ホ
料
金)

に
も
優
し
く
な
い
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。 

 

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ス
マ
ホ
で
閲
覧
し
て
も 

も
っ
と
見

や
す
く
優
し
い
お
便
り
ペ
ー
ジ
を
作
成
で
き
な
い
か
、
試
行
錯

誤
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
善 

 
 

 
 

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
助
言
・ 

 
 

 
 

苦
言
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。 

毎週金曜日 華道倶楽部 

第 2・第 4火曜日 健康倶楽部 

第 2・第 4水曜日 書道倶楽部 

第 4 金曜日 絵手紙倶楽部 

 

菜の花だより・お知らせ・公開資料は、 
ホームページからご覧いただけます。 QRコード↓ 
発行：社会福祉法人聖啓会  
特別養護老人ホーム菜の花  
電話：054-646-7087 
http://seikeikai.info/ 編集：中村  

ケーキの上に更に「マシマシ(増し増し)チョコレート」と、桃とフルーツ缶をトッピング

しました！見た目のインパクトも大です(笑)  

お誕生会のあとは、玉入れをして皆で盛り上がりました。 

スナップ写真から

𠮟 
 

令
和
三
年
度
苦
情
対
応
報
告 

 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

苦
情
解
決
管
理
責
任
者 

川
口
節
子 

  

菜
の
花
は
お
蔭
様
で
開
設
十
周
年
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

開
設
当
初
は
職
員
も
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
ず
悩
み
な
が
ら

の
十
年
で
し
た
。
そ
の
間
、
職
員
も
資
格
を
取
り
成
長
し
て
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
左
記
の
よ
う
な
初
期
的
な
ミ
ス
や
、
配
慮
に
欠
け

る
行
動
が
あ
り
、
深
く
反
省
し
て
居
り
ま
す
。
苦
情
を
あ
り
が
た
く

受
け
止
め
研
修
を
重
ね
て
、
更
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

 

何
卒
こ
れ
ま
で
通
り
介
護
の
力
に
な
る
よ
う
に
と
苦
情
、
要
望
を

頂
き
、 

咤
激
励
の
程
を
お
願
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
戴
き
ま
し
た
苦
情
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 
 

 
 

記 

一 

期
間 

令
和
三
年
四
月
一
日
～
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日 

二 

件
数 

七
件 

三 

事
業
所
内
訳 

 
 

 

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

二
件 

 
 

 

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 

二
件 

 
 

 

・
特
養 

 
 

 
 

 

三
件 

 

まん延防止等重点措置の解除を受け、３月２３日から「ガラス越し面会」を再開しています。 

火曜日・木曜日を除く以下の 20分間隔で予約をお受けしています。 

10：20-11：00 14：20-16：00  変更につきましては、随時ホームページに掲載する予定です。 

行事予定：（変更する場合もあります） 

菜の花では、ことしも藤の花がきれいに咲きました。 

ガラス越し面会

４月 21日 富士ユニット誕生会

 

衣
替
え
・
お
洗
濯
の
お
願
い 

 
 

も
う
す
ぐ
衣
替
え
を
迎
え
ま
す
。 

冬
物
と
夏
物
の
衣
類
・
毛
布
と
肌
掛
け
な
ど
の
交
換
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

・
記
名
さ
れ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

・
ま
だ
施
設
内
に
お
入
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
お
持
ち
い
た
だ

く
数
日
前
ま
で
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
物
を

ま
と
め
て
お
き
ま
す
。 

・
現
在
履
い
て
い
る
靴
の
交
換
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
靴

と
交
換
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
選
択
・
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
こ
ち
ら
で
立
て
替
え
て
靴
を
購
入
す
る
こ
と
も
お
受
け
い
た
し
ま

す
。（
お
よ
そ
五
～
六
千
円
程
度
で
す
）(

担
当
：
堀
田
相
談
員)  

 



 

2月 

意味 ＜ほっとする・心と身体の健康を回復・大宇宙に充満する命＞ 

5月の       は、   母の日に寄せて    です。 

母の日は晴天に恵まれて菜の花でのガラス越し面会の方も多く又、カーネーションのプレゼントも多数あり

ました。元気なお顔と綺麗なお花と、特別母の日のメニューのケーキで大満足の日になったようです。其々の

お母さまを思い合って下さり、感謝申し上げます。 

ところで、何故母の日にカーネーションを贈るのかご存じでしょうか。私も調べました。 

アメリカのアンナ、ジャスピンという方が亡き母を追悼する為に５月１０赤いカーネーションを協会で配った。 

日本には大正時代から始まったようです。 

花言葉は 赤いカーネーションは母への         愛 ピンクは        感謝 紫は        誇り 

菜の花に現在入居者されて居られるお母さま方はこれからもお元気でご家族様との

触れ合いを大切にできますように支援して参ります。 

 

過去に 菜の花に入居されて居られたお母さまに宛てたご家族様の最後のお手紙を

ご紹介します。 

        「温かな母の面影にありがとうの花束を」 ············ 令和０４年０３月１８日 

        「共に紡いだ思い出は色褪せることなくこの胸に」 令和０３年０９月２８日 

        「家族笑顔を辿ればいつも母がいました」 ············ 令和０３年０４月１２日 

        「限りある命を輝かせた母を偲んで」 ·················· 平成２９年０６月２６日 

        「家族の為に尽くした母に感謝の花束を」 ············ 平成２８年１０月１８日 

 現在も過去も菜の花の私達の母でいらして下さい。いつまでも笑顔で・・・。 

 

母の日イベントの様子は次回号でお伝え致します。乞うご期待。 

 

 

4月 13日 藤枝市議会議員選挙 不在者投票
20名の方が投票に参加くださいました。 

みな様 事前に選挙公報をチェックし、準備は万端です。 

4月 20日書道倶楽部 烏帽子ユニット特集

烏帽子担当職員に「ナンバーワン

だと思うこと」を聞いてみました 

新しい講師、紅林先生

の丁寧な指導をいただ

き、皆さん真剣に且つ

楽しげなご様子です。 


